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日
本
人
と
ビ
ー
ル
の
出
会
い

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
人
が

こ
よ
な
く
愛
す
る
ビ
ー
ル
で
す
が
、
そ
の
存
在
が
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
時
代
の
こ
と
。

　

日
本
人
が
ビ
ー
ル
に
つ
い
て
記
し
た
文
献
は
、
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
オ
ラ
ン
ダ
通
事
の
今い
ま
む
ら村

市い
ち
べ
え

兵
衛
・
名な
む
ら村

五ご

べ

え
兵
衛
が
刊
行
し
た
『
和お
ら
ん
だ
も
ん
ど
う

蘭
問
答
』

が
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
仙
台
藩
関
係
者
を

み
る
と
、
仙
台
藩
医
の
大お
お
つ
き
げ
ん
た
く

槻
玄
沢
が
『
蘭ら
ん
せ
つ
べ
ん
わ
く

説
弁
惑
』

で
ビ
ー
ル
の
効
能
に
触
れ
、
水
沢
出
身
の
蘭
学
者

高た
か
の
ち
ょ
う
え
い

野
長
英
は
『
救き
ゅ
う
こ
う
に
ぶ
つ
こ
う

荒
二
物
考
』
で
ビ
ー
ル
の
醸
造
法

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仙
台
藩
士
の
玉た
ま
む
し蟲

左さ
だ
ゆ
う

太
夫
が
、
幕
府
の
日
米
修
好
通
商
条
約
批
准
の
た

め
の
使
節
に
随
行
し
た
際
の
記
録
『
航こ
う
べ
い
に
ち
ろ
く

米
日
録
』
の

中
で
「
苦
気
あ
れ
ど
も
口
を
湿
す
に
足
る
」
と
ビ
ー

ル
を
批
評
し
た
こ
と
は
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
日
本
の
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
は
明
治
初
年
に

居
留
外
国
人
に
よ
っ
て
横
浜
の
山
の
手
で
始
ま
っ
た

の
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
ビ
ー
ル

産
業
の
将
来
性
に
着
目
し
た
醸
造
家
、
洋
酒
販
売
者
、

開
拓
使
な
ど
の
行
政
機
関
が
醸
造
に
乗
り
出
し
、
明

治
二
〇
年
代
に
は
日
本
各
地
に
中
小
規
模
の
ビ
ー
ル

醸
造
所
が
次
々
に
設
立
さ
れ
、
ビ
ー
ル
が
人
々
に
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

仙
台
初
の
地
ビ
ー
ル
は
ド
イ
ツ
風

　

仙
台
で
は
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
初
代
仙

台
区
長
松ま

つ
く
ら
じ
ゅ
ん

倉
恂
の
子
・
卯う
へ
い平

が
「
麦
酒
醸
造
免
許

鑑
札
」
を
受
け
て
、
醸
造
を
始
め
て
い
ま
す
。
同
年

八
月
の
記
録
に
は
、
松
倉
恂
と
宮
城
県
会
議
員
の

増ま
す
だ
は
ん
こ
う

田
繁
幸
、
一
関
藩
出
身
の
司
法
官
本ほ
ん
ま
す
え
あ
き

間
季
明
が
協

同
し
て
起
業
し
、
醸
造
場
は
名
取
郡
長
町
の
松
倉
宅

に
設
け
ら
れ
、
醸
造
設
備
や
労
働
者
の
手
配
な
ど
の

実
務
は
松
倉
が
担
当
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
ビ
ー
ル
醸
造
業
に
は
酒
造
免
許
税
の
み
が
課

せ
ら
れ
、
製
造
高
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
造
石
税
が

か
け
ら
れ
な
い
、
洋
酒
産
業
の
振
興
が
図
ら
れ
て
い

た
時
代
。
小
規
模
経
営
者
が
ビ
ー
ル
醸
造
業
に
進
出

し
や
す
い
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。

　

香こ
う
と
う
し
ゃ

濤
舎
と
称
し
た
こ
の
会
社
に
杜と
う
じ氏

と
し
て
招
か

れ
た
の
は
、
開
拓
使
麦
取
醸
造
所
出
身
の
片
倉
広
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
札
幌
に
設
立
さ
れ
た
官
営

の
開
拓
使
麦
取
醸
造
所
で
は
、
ド
イ
ツ
で
醸
造
技
術

を
学
ん
だ
日
本
人
技
師
を
雇
い
入
れ
、「
冷
製
麦
酒
」

（
熱
処
理
を
行
わ
な
い
ビ
ー
ル
）
を
製
造
し
て
い
ま
し

た
。
香
濤
舎
で
も
「
独
逸
式
冷
製
方
」
と
い
う
醸
造

法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
材
料
は
大
麦
、
水
、
酵
母
、

ホ
ッ
プ
と
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
。
ホ
ッ
プ
は
、
明
治
一
四

年
に
は
ド
イ
ツ
産
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
一
五
年
度
の
実
際
の
製
造
高
は
三
〇
石

（
五
四
〇
〇
㍑
）、「
宮
城
麦
酒
」
の
銘
柄
で
小
売
価

格
は
瓶
一
本
（
四
合
）
二
五
銭
（
※
蕎
麦
一
杯
＝
一

銭
）
と
、
高
級
品
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
製

造
高
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
香
濤
舎
は
仙
台
を

は
じ
め
大
河
原
ま
で
販
路
を
広
げ
、
味
も
上
等
と
好

評
を
得
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
小
規
模
経
営
者
の
多

く
が
発
酵
期
間
の
短
い
イ
ギ
リ
ス
風
の
エ
ー
ル
ビ
ー

ル
を
製
造
す
る
な
か
、
仙
台
で
は
発
酵
温
度
が
低
く

発
酵
期
間
が
長
い
ド
イ
ツ
風
の
ラ
ガ
ー
ビ
ー
ル
が
味

わ
え
た
の
で
す
。
香
濤
舎
の
廃
業
時
期
は
不
明
で
す

が
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
ビ
ー
ル
に
造
石
税

が
課
せ
ら
れ
る
と
、
全
国
各
地
に
あ
っ
た
中
小
規
模

の
醸
造
所
は
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
ビ
ー
ル
事
情

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
札
幌
農
学
校
を
卒
業

し
た
福ふ
く
し
ま
て
い
ぞ
う

島
禎
造
ら
仙
台
の
有
力
者
に
よ
っ
て
小
田

原
に
東
洋
醸
造
（
フ
ジ
ビ
ー
ル
）
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
禁
酒
法
が
施
行
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ベ

ツ
レ
ヘ
ム
社
の
機
械
一
式
を
購
入
し
、
ビ
ー
ル
の
国

内
流
通
お
よ
び
輸
出
増
を
見
込
ん
で
の
起
業
で
し

た
。
し
か
し
、
経
営
は
軌
道
に
の
ら
ず
、
大
正
一
二

年
に
麒
麟
麦
酒
に
買
収
さ
れ
ま
す
が
、
直
後
に
起
き

た
関
東
大
震
災
に
よ
り
麒
麟
麦
酒
横
浜
工
場
が
壊
滅

す
る
と
、
仙
台
工
場
は
東
の
主
力
工
場
と
し
て
フ
ル

回
転
。
高
ま
る
需
要
に
応
え
ま
し
た
。
昭
和
五
八
年

（
一
九
八
三
）
施
設
拡
張
の
た
め
仙
台
港
隣
接
地
に

移
転
し
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）

に
は
名
取
市
に
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
仙
台
工
場
が
開
業

し
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）、
ビ
ー
ル
の
年
間
最
低

製
造
数
量
が
規
制
緩
和
さ
れ
た
た
め
、
日
本
各
地
で

多
種
多
様
な
地
ビ
ー
ル
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
宮
城
県
に
も
ご
当
地
ビ
ー
ル
が
登
場
、
こ
れ
か

ら
の
発
展
が
楽
し
み
で
す
。

国宝　十一面観音菩薩立像（部分）
平安時代　室生寺蔵　撮影：飛鳥園

※この他、各種割引があります。詳細は博物館までお問い合わせください。

※聴講ご希望の方は、往復はがきに住所・氏名・電話番号を
　明記し、仙台市博物館「市史セミナー」係まで。
※１名につき１通の往復はがきでお申込みください。
※申込受付期間：８/１（金）～8/23（土）〆切当日消印有効
　応募多数の場合は抽選

東日本大震災復興祈念特別展 第23回仙台市史セミナー

奈良・国宝 室生寺の仏たち

開館時間：午前９時～午後4時45分（最終入館午後4時15分）　休館日：月曜日
【観覧料】一般：1,400円　大学・高校生：1,100円　小・中学生：700円

日時：平成26年9月7日（日）13:30-15:30
場所：仙台市博物館ホール　
○入場無料　申込制（定員：200名）

■主催：大本山室生寺、「奈良・国宝室生寺の仏たち」実行委員会
　　　 （仙台市博物館、日本経済新聞社、河北新報社、仙台放送）
■協賛：セコム、大伸社、日本製紙、杜の都信用金庫　　■協力：あいおいニッセイ同和損害保険、飛鳥園、
　岡村印刷工業、金澤製作所、公益財団法人土門拳記念館、善衛商事、大光電機、ニコンイメージングジャパン

「女人高野」から、癒しの「みほとけ」が東北初出陳

平成２６年８月２４日（日） まで 好評開催中
にょにんこうや いや

む ろ 　 う 　 じ

講師：吉田正志　氏
　　  （東北大学名誉教授・仙台市史編さん委員）
『仙台市史』で取り上げられている仙台藩の罪と罰を
中心に、他藩との比較などを通じて、仙台藩の刑罰
の特徴を明らかにします。

仙台藩の 刑罰

域
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「
仙
台
の
ご
当
地
ビ
ー
ル
」 ● 

仙
台
市
博
物
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学
芸
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沙
織

第 5 回

松倉謹製麦酒と宮城麦酒の
ラベル（個人蔵）


